
 

 

 
 

◆ テーマ ： 住みたいまちは自分たちでつくろう 

～何ができるかみんなで考えよう～                
◆   プログラム  ◆ 

〇司会  保科 洋子 ＆ 奥山 光浩（まちづくり市民集会 実行委員） 

13:30 

１ 開 会 （10 分） 
・開会あいさつ     関 富美子 まちづくり市民集会 実行委員長 
・市長あいさつ     中野 弘道 市長 

・市議会議長あいさつ  池谷 和正 議長  
13:41  

２ 話題提供： 住みやすいまちをみんなでつくっていくことを考えるためのヒント （20 分） 

①港地域づくり推進会「港地域おでかけ支援隊」 

発表者：港地域づくり推進会 佐野清志会長、港地域おでかけ支援隊ボランティア 平山和子氏 

②松下啓一氏から話題提供のポイント解説とみなさんへの問いかけ  

【今回の市民集会のテーマについて】 

新型コロナウイルスの感染拡大から間もなく３年が経とうとしています。自身や周りの方、そ

して地域を感染から守るため、人と人との接触を避ける対策は重要です。しかし一方では、お祭

りなどの地域の行事や活動が長期にわたって自粛せざるを得なかったことにより、これまで人と

人との交流や親睦によって深めてきた住民同士のコミュニケーションが薄れてしまいました。新

型コロナウイルスの感染回避を前提とした暮らしが長くなるなかで、少しでも地域のみんながつ

ながり、支え合い、いつまでも住み続けられるまちにするために、一人一人が何ができるか、みん

なで何ができるか、ということを前向きに話し合いたいと考え、このテーマを設定しました。 

今回のテーマについてより深く、また楽しく考えるために、グループワークの前に、話題提供と

して「港地域づくり推進会」による地域のお年寄りの外出を支援する取り組みなど、地域の課題を

自分たちで解決し、住みやすいまちを自分たちで育てている事例をお聴きします。住み続けられる

まちをみんなでつくることを考えるヒントを得られればと思います。 

グループワークでは、私たちが住みやすいまちをつくるため、自分に何ができるか、参加者みんなで

アイデアや知恵、経験を聴き合い、語り合いましょう。 

          大ワールドカフェ 

令和５年 1 月 14 日(土)  １３：３０～１６：１０（焼津文化会館 小ホール） 



 

1４:01  休憩 （９分）   14:10 

３ 大ワールドカフェ： 

私たちが住みやすいまちにするために“あなたにできること”“みんなでできること” 

ファシリテーター：中村信之＆北畠正彦＆関富美子＆藤ヶ谷秀幸（まちづくり市民集会 

実行委員）＆大原みちの（焼津市市民活動交流センターくるさ～相談員） 

 

【前半】住みやすいまちってどういうところ？（35分）   
①〈自己紹介〉自己紹介カードを使って自己紹介 （１人 1 分）   

②〈聴き合い〉話題提供を聞いて思ったこと、気づいたことなどの感想 （１人１分）    

③〈聴き合い〉あなたが住んでいるまちはどんなまち？地域の現状（いいところや課題など）を出し合

いましょう。そして、聴き合った話を寄せ合い、住みやすいまちってどういうところか、

思うことを出し合いましょう。 

 

【後半】住みやすいまちにするために、何ができるかみんなで考えよう（40分） 

④〈話し合い〉前半の聴き合いで出された意見をふまえ、私たちが住みやすいまちにするために、「こ

んなことをしたらいい！」「あんなことをしたらいい！」といったアイデアを出し合って

ください。そしてその中で「あなたができること」や「みんなでできること」を語り合い

ましょう。 

 

（ 問いかけ ）「私たちが住みやすいまちにするために 

“あなたにできること”“みんなでできること”は何ですか？ 

 

⑤〈発表準備〉発表者を中心に特にみんなに伝えたいと思うことをまとめましょう（キーワードやイチ

オシなど）。（1５分） 

 

15:２５ 

４ 発 表 （３５分） 

・各班からの発表（松下啓一氏によるインタビュー方式） 

・松下啓一氏より本日のまとめ、成果の共有 

・市長、議長から：今日の感想や今後の抱負などを一言ずつ   

 

1６:00 

５ 閉 会 

・閉会あいさつ  藤ヶ谷 秀幸 まちづくり市民集会 副実行委員長  
みなさまご参加ありがとうございました！ 

～「アンケート」にご記入いただき、お帰りの際に、お出口の回収ボックスにお出しください～ 

 


